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第21回鹿児島痙痛懇話会

調令和5年1月21日(士) 17 ：00～

麺ﾎﾃﾙﾏｲｽﾃｲｽ鹿児島天文館2階楠IⅡ場
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鹿児島市山之口町2-7 TELO99-224-3211

日本臓器製薬(株） 情報提供●話題提供

●一般演題
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座長：鹿児島大学病院麻酔科萩原信太郎先生

1 「四肢術後の神経障害性瘻痛に対して末梢神経パルス高周波療法が有用だった2例」

鹿児島大学病院麻酔科藤田千尋先生

2「埋め込み型ボートを用いた持続硬膜外鎮痛法により、高度のがん瘻痛を緩和できた小児の

腎細胞癌の1例」
鹿児島大学病院緩和ケアセンター野田美弥子先生

(3)｢腰痛を伴う脊髄係留症候群に対する手術効果」
鹿児島大学整形外科冨永博之先生

く特別講演＞18 ：30～19 ：30

座長l松永明先生
鹿児島大学病院手術部部長

I演者|渡邉恵介先生
奈良県立医科大学附属病院ペインセンター病院教授

1演題田‘|曼性腰痛に対する神経ブロック
※日本整形外科学会教育研修会(認定番号22-1548)
必須分野番号： 【7脊椎・脊髄疾患】 【8神経・筋疾患（末梢神経麻痘を含む） 】
日整会単位を申請される方は、会場にお越しいただき、受講料として1,000円を承ります。

員カードが必要です。必ずご持参ください一
五また、日整会教育研修単位申請には

本会は現地のみの開催です。

新型コロナウィルス感染防止対策として、以下のご協力をお願いいたします。
ご来場時の手指の消毒マスクの着用ならびにソーシャルディスタンスの確保をお願いいたします。
情報交換会は開催いたしません。

共催鹿児島瘻痛懇話会 日本臓器製薬


